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１，DFの活動要素のすべてを含むロールモデルとして、
子供たち～地場産業までの「地域社会デザイン」活
動を提案する

２，地域組織は、DFの強み、リソースを活かして、地域ニー
ズの掘り起こしを行い、カスタマイズしてマッチさせる
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DFの強味・弱味
・随一の組織
・常時活動は1/3
・更なる飛躍

牧野教授
X DF資産
⇒
地域貢献
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地域デザイン研究所体制所長：牧野

ステアリングコミュニティ
段谷，平尾、水野、高橋、近藤、織田、保坂、藤村

メンバー
教育 戸田、理科実験、中高生：小島、山形、大学他：矢島

観光立国 市古、佐々木一成
公官庁 岡田、平田、近藤
企業支援 織田、田崎

超高齢社会他 牧野義司、大崎、得丸、小林、

　地区リーダー

柏市：宮崎
茨城：岡田
島根：段谷
鎌倉：菅原
岡山：木口
高知：嘉屋

いーだー

プロジェクトリーダー
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これまでの勉強会

12月8日 地域デザイン総研第1回勉強会 牧野篤教授
講演「人は何が大切なのか ―ウェルビーイングな人と社会のためにー」
1月19日 地域デザイン総研第2回勉強会 朝倉昌也会員

「重点支援DMO 株式会社まちづくり小浜の地域デザイン」
2月15日 地域デザイン総研第3回勉強会 熊坂俊彦教授

「循環型地場産業の創造－持続可能な地域産業つくりに向けて－」
3月7日 地域デザイン総研第4回勉強会 山本尚史教授

「地域経済を賑耕するエコノミックガーデン」
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企画段階から実施への移行イメージ
候補案の提案検討
企業・教育・公共自治体
等からの提案
具体的には
行方市、つくば市、北杜市
地域ブロック会議

実施可否決定機関（SC)
・地域にとっての意義
・DFにとっての意義
・投資採算
・実施体制

プロジェクトチーム登録
・メンバー公募他
・フォロー体制
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◦八幡平市のホースケア⇒マッシュルーム栽培の事例
◦みらいワークス福島プロジェクト



愛知県出身。名古屋大学大学院修了。博士（教育学）。専門はもともと中国近代教育思想、今はそれに
加えて社会教育･生涯学習を担当。日本のまちづくりや高齢化と過疎化問題、中国･台湾のコミュニティ
教育･少子高齢化問題などに関心がある。最近では、自治体と一緒になって公民館や生涯学習の共同調査
を行ったり、多世代交流型コミュニティの構築を進めたり、さらには企業と一緒に「ものづくりの社会
化」プログラムなどを運営している。ざわざわとした雑踏のような研究室で、学生・院生ともども、が
やがやと調査に出かけています。 7



人の空洞化
土地の空洞化
ムラ（集落機能）の空洞化

大人の発する地域・生業を
否定する言葉

住民自身が住み続ける誇りを
失う・意義を見い出せない 子供に受け継がれる

小田切徳美明治大学農学部教授

「誇り」の空洞化

地域住民の「誇り」を再生し
3つの空洞化を防ぐ

連鎖
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東大教授 牧野篤
兼
DF地域デザイン研究所長

出典:「静岡県高齢者コホート調査
に基づく、運動・栄養・社会参加
の死亡に対する影響について」
2012年、東海公衆衛生学会、平山
朋他 9



島根県益田市 × NPOカタリバ 「ライフキャリア教育」
で、人との繋がりを再構築する

https://www.katariba.or.jp/activity/project/masuda/

１つ目：中学校カタリ場、大人が中学生に対話です。
２つ目：高校カタリ場、大人が高校生と語るです。
３つ目小学校カタリ場、高校生がロールモデルとなる
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「益田人100」を軸としたライフキャリア教育の流れイメージ図
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